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ご挨拶 
中央美工有限会社は、産業廃棄物処理の適正処理を行う事業活動の特性を踏まえ 
地域の環境保護に取り組んでまいりました。 
その環境の一環として今後はエコアクション 21 のシステムを取り入れ 
更なる環境改善を行う所存でございます。 

環境経営方針 
中央美工有限会社は、産業廃棄物の適正処理を行う事業活動の特性を踏まえ 
地域の環境保護に積極的に取り組んでまいります。 
 
 

1．当社の活動、製品及びサービスから発生する環境に負荷を与えている 
主要な要因を効果的に予防または削減します。 
特に二酸化炭素削減・受託廃棄物の再生化に重点を置き取り組みます。 

・リサイクル率の向上 
・車両・重機の燃費向上 
・電力使用の削減 

2．環境マネジメントシステムの継続的改善を図ります。 
3．電気使用量の削減に取り組みます。 
4．環境に関する法令、規制、条例、協定、その他の近隣の方々との 
合意的事項等を遵守し、一層の環境保護を図ります。 
5．教育・訓練を行い、この環境経営方針を周知徹底させると共に 
環境保護への意識向上を図ります。 
6．5S の促進を通じた美化運動を推進します。 

 
なお、この環境経営方針は社外にも公開し希望者が入手できるようにします。 

 
 
 
 
 
 

作成日：2023 年 4 月 5 日 
代表取締役：木下雷 
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会社概要 
事業所名 中央美工有限会社 
代表者名 木下雷 
所在地 本社 〒735-0029 

広島県安芸郡府中町茂陰 1 丁目 3-13 

福田事務所 〒732-0029 

広島県広島市東区福田 2 丁目 350-1 TSK ビル
202 

小河原作業所 〒739-1754 

広島県広島市安佐北区小河原城前 524-4 

畑賀車庫 〒735-0004 

広島県安芸郡府中町山田 4-15 

事業活動内容 産業廃棄物運搬処分業 
事業の規模  従業員数（人） 面積（㎡） 

本社 0 30 

福田事務所 3 130 

小河原作業所 13 2310 

畑賀車庫 12 800 
設立年月日 平成 5 年 4 月 16 日 
資本金 300 万円 
売上高 2020 年度 460 百万円 2021 年度 492 百万円 2022 年度 458 百万円 
事業年度 4 月〜翌年 3 月 
環境保全関連の責
任者及び担当連絡
先 

環境管理責任者 上田満鷹 
担当者 及川哲也 

木下豊広 

竹岡佳代子 
連絡先 

℡ 082-516-8838 FAX 082-899-8545 

chou.13@go8.enjoy.ne.jp 
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実施体制 
 
 
 
 

役割・責任・権限 

代表者 環境経営に関する統括責任をもつ 
環境経営システムの実施及び管理に必要な人・設備・資源・費用 
・専門技術技能者を用意する。 
環境管理責任者を任命する。 
環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知を行う。 
環境目標の設定を承認する。 
代表者により全体評価と見直しを実施する 

環境管理責任者 環境経営システムを構築し、実施・管理する 
環境関連法規等の要求事項登録簿を承認する 
環境目標設定書及び環境活動計画書（単年度）を承認する 
環境活動の取組結果を代表者へ報告する 

環境事務局 環境管理者を補佐する 
環境への負荷の自己チェック及び取組の自己チェックの実施 
環境関連法規等の一覧表の作成 
環境目標及び環境目標設定書並びに環境活動計画書（単年度）原案の作成 
環境関連の外部コミュニケーション窓口 
環境経営システムに関する資料の管理 
環境活動実施結果の実績集計 

運行管理責任者 担当業務における環境経営システムの実施 
担当業務への環境方針の周知 
担当業務の従業員に対する教育訓練の実施 
担当業務における環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況の確認 
担当業務における運用手順書の確認 
担当業務に関する緊急事態対応の為の手順書の確認・訓練記録の作成 
担当業務の問題点の発見、是正、予防措置 

小河原作業所 環境方針を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚 
全従業員 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する 

 

代表者 
環境事務局 

環境管理責任者 運行管理責任者 小河原作業所 全従業員 
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事業内容 
・産業廃棄物収集運搬業 許可一覧 

発行地域 許可番号 許可年月日 許可品目 

広島県 第 03409025793 号 
2019/11/18 
2024/11/17 

燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず 
木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず 
ガラスくず、コンクリートくず、陶磁器くず及びがれき類 
(石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物も含む） 

広島市 第 07310025793 号 
2022/7/19 
2027/7/18 

燃え殻、廃プラスチック類、紙くず、木くず、ガラスくず 
コンクリートくず及び陶磁器くず、廃油、繊維くず、金属くず 
(石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物も含む） 

島根県 第 3200025793 号 
2022/11/8 
2027/11/4 

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、 
金属くず、ガラスくず等、がれき類 
(石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物も含む） 

山口県 第 03500025793 号 
2022/10/21 
2027/10/2 

廃プラスチック類、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器く
ず 
廃油、紙くず、木くず、繊維くず、がれき類、金属くず 
(石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物も含む） 

岡山県 第 03300025793 号 
2020/7/16 
2025/7/15 

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず 
ガラスくず、がれき類 
(石綿含有産業廃棄物も含む） 

 

・産業廃棄物処分業 許可一覧 

発行地域 許可番号 許可年月日 許可品目 
広島市 第 07320025793 号 2022/02/05 

2027/02/04 
廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず 
ガラスくず、コンクリートくず、及び陶磁器くず、がれき類 
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施設の種類 中間処理（破砕・選別） 

処理する産業廃棄物の種
類 

廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず 
ガラスくず、コンクリートくず、及び陶磁器くず、がれき類 

処理能力（規模） 

設置場所 広島市安佐北区小河原町字城前 524 番 4 

処理能力 ガラスくず、コンクリートくず、陶磁器くず、がれき類 185.6 ㎥/日 
金属くず 63.84 ㎥/日、廃プラスチック 4.25ｔ/日、木くず 4.21ｔ/日 
紙くず 3.74ｔ/日、繊維くず 1.38ｔ/日 
ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（廃石膏ボードに限る）3.06ｔ/
日 

処理方法 固定式破砕機（一軸破砕方式） 
磁選機・トロンメル 

・積替え保管施設 
管理品目 面積 保管量 

廃プラスチック、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類 15.41 ㎡ 32 ㎥ 
木くず、金属くず、紙くず 7.8 ㎡ 11.7 ㎥ 
繊維くず 4 ㎡ 4 ㎥ 

・車両台数 
車両種類 10ｔ車 5ｔ車 4ｔ車 2ｔ車 
台数 4 台 6 台 4 台 9 台 

・主要設備 
名称 型式 

フォークリフト トヨタ 25GENEO 
フォークリフト トヨタ 25GENEO 
フォークリフト トヨタ 25GENEO 
重機 小松 PC120 
重機 小松 PC128US 
重機 日立 ZAXIS135USK 
重機 小松 PC30MR 
破砕機 DS40150SYOKEN 
トロンメル 京町社製 
磁選機 マグネティクス社製 

（処理工程図） 

廃棄物受入 分別 破砕・選別 出荷(再生)
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受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量等 

・収集運搬 

廃棄物の種類 単位 
収集運搬量 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 
その他がれき類 ｔ 3843.41 1,677.17 4537.65 
ガラス陶磁器くず ｔ 116.60 931.30 341.17 
廃プラスチック ｔ 3144.49 2,257.70 4101.74 
紙くず ｔ 2464.86 1,120.74 2334.51 
木くず ｔ 5440.66 1,620.04 5047.37 
廃石膏ボード ｔ 891.38 236.86 1048.95 
金属 ｔ 2277.06 1,946.34 3058.90 
畳 ｔ 279.88 4463.0 35.71 
合計 ｔ 18458.33 14,253.14  

 

・中間処理 

 廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量(2020) 処理量(2021) 処理量(2022) 
中間処理  その他がれき類 選別 ｔ 4192.40 1,704.90 4715.58 

ガラス陶磁器 選別 ｔ 139.40 939.30 351.40 
廃プラスチック 破砕 ｔ 3587.96 2,483.42 4375.70 
紙くず 破砕 ｔ 2508.87 1,189.18 2348.10 
木くず 破砕 ｔ 5596.64 1,736.64 5155.70 
廃石膏ボード 破砕 ｔ 1138.98 255.10 1129.20 
金属 選別 ｔ 2572.22 2188.50 3351.58 
畳 破砕 ｔ 219.88 4,463.00 35.71 

う
ち 

再
資
源
化
等 

廃プラスチック 売却 ｔ 103.64 45.19 67.97 
紙くず 売却 ｔ 1881.45 578.87 1416.45 
金属 売却 ｔ 2572.22 2,188.50 3351.58 
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主な環境負荷の実績 
項目 単位 2020.4〜2021.3 2021.4〜2022.3 2022.4〜2023.3 
電力使用量 kwh 6,789 6,654 6,311 
ガソリン使用量 ℓ − −  
軽油使用量(トラッ
ク) 

ℓ 187915.63 179,450.69 165,313.10 

軽油使用量(重機) ℓ 31,146 27,894.76 29,513.00 
(参考)二酸化炭素
総排出量 

Kg-CO2 569,890.57 539,569.14 507,031.17 

(電力) 4711.57 4,617.88 4,379.83 
(軽油(トラック)) 484,822.33 462,982.78 426,507.80 
(軽油(重機)) 80,356.68 71,968.48 76,143.54 
(廃棄物排出量) ｔ    
一般廃棄物 ｔ    
産業廃棄物 ｔ    
化学物質使用量 kg    
総排水量 ㎥ 38 45 44 

 
  



9 
 

環境経営目標及びその実績 

・中⻑期目標 

           年 度 
  項 目 

基準値 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 

（基準年度)2019 年 目標 目標 目標 目標 

Ⅰ. 二酸化炭素排出量合計   kg-CO2 516,837 ー ー ー ー 

①  電力使用量削減 
kWh 6,409 6,345 6,281 6,217 6,153 

対基準（％） ー △1％ △2％ △3％ △4％ 

②軽油使用量削減（トラック） 
km/ℓ 4.549 4.594 4.640 4.685 4.730 

対基準（％） ー ▲1％ ▲2％ ▲3％ ▲4％ 

③軽油使用量削減 
（重機） 

ｈ/ℓ 7.455 7.530 7.604 7.679 7.753 

対基準（％） ー ▲1％ ▲2％ ▲3％ ▲4％ 

Ⅱ受入廃棄物のリサイクル率の向上 
リサイクル率 0.80 0.81 0.82 0.83 0.84 
対基準（-） ー ▲1％ ▲2％ ▲3％ ▲4％ 

Ⅲ.水使用量の削減 
㎥ 38 38 37 37 36.4 
対基準（％） 100 △1％ △2％ △3％ △4％ 

Ⅶ.会社周辺の清掃 
  １回/月 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月 
対基準（％） （基準年） 継続 継続 継続 継続 

※1 使用電力は中国電力㈱の 2016 年度の二酸化炭素調整後排出係数 0.694kg-CC を用いて算出 
※2 △は削減、▲は増加 
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試行運用期間中の実績 
 基準値 運用期間における実績 

基準年度 運用期間(2020.4〜2021.3) 運用期間(2021.4〜2022.3) 運用期間(2022.4〜2023.3) 
2019.4 〜
2020.3 

目標 実績 達成度(%) 評価 目標 実績 達成度(%) 評価 目標 実績 達成度(%) 評価 

Ⅰ.二酸化炭素総 
排出量 

kg-CO2 

446,977.11 − 569,890.57 − − − 539,569.14 − − − 507,031.17 − − 

① 電 力 使 用
量削減 

kwh 
対基準(%) 

6,409.00 
6,345 

(△1%) 
6,789.00 93% △ 

6,281 
(△2%) 

6,654 94% △ 6,217 6,311 98% △ 

② 軽 油 使 用
量削減(ト
ラック) 

km/ℓ 
対基準(%) 4.549 

4.594 
(▲1%) 

4.854 105% △ 
4.640 

(▲2%) 
4.738 102% △ 4.685 4.856 103％ △ 

③ 軽 油 使 用
量削減(重
機) 

h/ℓ 
対基準(%) 7.455 

7.530 
(▲1%) 

6.693 88％ × 
7.604 

(▲2%) 
7.241 95％ △ 7.679 6.755 87% × 

Ⅱ.受入廃棄物の
リサイクル率の
向上 

リサイクル 
対基準(%) 0.84 0.81 0.87 109% △ 0.82 0.88 106% △ 0.83 0.87 104% △ 

Ⅲ.水使用量の削
減 

㎥ 
対基準(%) 

38  38 − − − 38 − − − 44 − − 

Ⅳ.会社周辺の清
掃 

回/月 
基準年比 

実績 不明 1 回/月 1 回/月実施済 *** 〇 1 回/月 1 回/月実施済 ***  
    

※1 評価欄  ○：達成 、△：やや達成〜やや未達成(90〜110%) 、×：未達成 
※2 使用電力は中国電力㈱の 2016 年度の二酸化炭素調整後排出係数 0.694kg-CO２/kwh を用いて算出。 
※3 △は削減、▲は増加 
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環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営目標及び環境経営計画 
◎よくできた 〇まあまあできた △あまりできなかった ×全くできなかった 

取り組み計画 達成状況 次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

電力による二酸化炭素排出量の削減 
数値目標  ■上方修正  □下方修正  □基準見直し 
・空調温度の適正化（冷房２８℃ 暖房２０℃） △ 継続 トイレの照明、換気扇は不使用時は

必ず切る。 
冷房・暖房はこまめに切るよう心掛
ける。 

・昼休みの消灯 〇 継続 
・不要照明の消灯 ◎ 継続 
・ＯＡ機器の省エネモード設定 〇 継続 
自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減（軽油） 
数値目標  ■上方修正  □下方修正  □基準見直し 
・アイドリングストップ 〇 継続 引取に向かう際は、最短ルートを確

認して向かう。 ・急加速の抑制 〇 継続 
・冷房の控えめ使用 〇 継続 
産業廃棄物の削減（リサイクル率の向上） 
数値目標  ■上方修正  □下方修正  □基準見直し 
・分別の徹底による有価物化 ◎  
収集運搬・中間処理及び埋立処分における環境
配慮 

 □上方修正  □下方修正  □基準見直し 
   シートの破れ等が出来たら、補修等

をして飛散しないようにする。 ・収集運搬して帰る際は、必ずシートをして飛
散しないようにする。 

◎ 継続 

社会貢献活動（会社周辺の清掃） 
 

■上方修正  □下方修正  □基準見直し 
・年に１回地域の草刈り参加 × 継続 年 1 回の草刈りはコロナ過で中止。 

作業所周辺の清掃は継続。 ・月に 1 回小河原作業所周辺の清掃 ◎ 継続 
   

 

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 
適用される法規制 遵守すべき要求事項（施設・物質・事業活動等） 遵守評価 
廃棄物処理法 受入廃棄物の分別・保管・適正処分 遵守 
大気汚染防止法・騒音・振動規制法 空圧機、破砕機の一般粉塵・騒音・振動基準遵守 遵守 
水質汚濁防止法 中間処理場（市街化調整区域で規制外） 遵守 
フロン回収破壊法 業務用空調機、エアドライヤのフロンの適正処分後の引取 遵守 

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、関連法規制等は遵守されていました。 
なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去 3 年間ありませんでした。 
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代表者による全体の評価と見直し・指示 
コロナウィルスにより社会影響もかなり落ち着いては来たが、当社 主力顧客である建設業界は材料高・
人件費等の高騰により未だ不透明であります。今後も少しでも多くの仕事量を確保する為、環境に対する
取組は避けては通れません。 
当社の環境目標に関わる各種数値は受注内容により結果が左右される部分がありますが、経済的な改善
を続け二酸化炭素排出量を削減して行く、又、持続可能な社会に貢献すべく当社としての取組を安全を土
台とし、その上に積み重ねて行ってください。 

 

環境経営活動の紹介 
<ゴミの分別> 
・受入廃棄物のリサイクル率を上げるため、リサイクルに回せるものをしっかりと分別している。 
<省エネ＞ 
・電力の使用量削減と自動車燃料の使用量削減を環境経営目標に挙げて実施している。 
＜清掃活動＞ 
・毎月初めに小河原作業所において、5S プラス安全活動を実施し清掃も行っている。 
＜消火訓練＞ 
・年 1 回、消火器を使用しての消火訓練を小河原作業所において実施。 
 


